
図-１ PC 橋の概要 

図-３ 21.8mmPC 鋼より線用中間グリップ

図-４ 一般的な定着機構 
引込み ウェッジ

PC 鋼棒 

一体で移動

 
固定

図-５ 本工事の定着機構

圧入 

ウェッジ 
のみ移動 

固定

写真-1 PC 橋の撤去前状況 

横締めＰＣ鋼棒の中間定着による供用中のＰＣ単純床版橋の分割撤去 
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１．はじめに  

 鉄道の高架化工事において，その鉄道と交差する国道跨線橋の PC 単純床版橋（以下，PC 橋という）を供用

しながら分割撤去する必要が生じた．PC 橋の主桁撤去時に主要部材である横締め PC 鋼棒を切断するため，PC

橋残存部の一体性の保持，プレストレスの損失抑制を目的とした中間定着工法による PC 橋の分割撤去施工方

法を考案した．本施工法の採用にあたり，PC 鋼棒の定着効果および PC 鋼棒切断時のセットロスを試験により

確認し，本施工法を実施した.本稿はその試験内容および施工方法と照査結果についてまとめたものである． 

２．工事概要   

兵庫県明石市内にて施工中である山陽電鉄本線の連続立体交差工事において，国道 2 号の明石跨線橋が山陽

電鉄と立体交差している．鉄道の高架化工事に伴い，この跨線橋は順次撤去、架け替えを行い，工事完了時に

は平面 4 車線道路として整備される．踏切が除却されるため，周辺道路網の交通渋滞の解消が図られる． 

鉄道との交差部はプレテンションＩ形桁を 30 本配置した PC 橋（写真-１, 図-１）で，この I形桁（主桁）

は横締め PC 鋼棒にプレストレスを与えて一体化されている．跨線橋の撤去は，道路交通を供用しながら北側，

南側の両拡幅部の I 形桁（各 6 本）を撤去するとともに，仮橋を設置し，通行車両の切替を行いながら進めた． 

 

３．中間定着工法の性能確認試験  

３.１ 目的 

既設 PC 鋼棒の中間部での定着具には，一般的なネジ式定着

が採用できないことから，図-３に示す PC 鋼より線用の半割

スリーブのウェッジ式定着具を使用した．また，図-４のよう

な一般的なウェッジ定着が不可能であることから，図-５の

ようにウェッジのみを圧入させる方法を採用した．この方法

による定着性能の確認と，施工時のウェッジ圧入力を決定す

るために確認試験を実施した． 

３.２ 試験方法と結果 

引張試験機を用いたウェッジ圧入状況を写真-２に示す．現場での狭い施工空間を想定した半割スリーブの

取付，ウェッジの圧入作業は問題なく実施できた．図-６から，ウェッジ移動量（圧入量）の収束状況や圧入

圧力増大に伴い撤去側鋼棒の緊張力が増大する挙動を考慮し，ウェッジ圧入圧力を 10MPa(77kN)と設定した． 

 キーワード 道路橋の供用，PC 単純床版橋，横締め PC 鋼棒，中間定着工，PC 鋼棒切断，分割撤去 
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図-２ 国道跨線橋の切替状況
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設計時最大緊張力を保持する場合に想定されるセット量は，図-7 のウェ

ッジ圧入後の PC 鋼棒の緊張力解放時に生じたセット量 1.8mm と，図-8 に

示す PC 鋼棒の引張試験過程において設計時最大緊張力（0.6Pu（=226kN））

に到達時に生じたセット量0.65mmとの合計の約2.5mmであることから施工

時のセット量の管理値を 3.0mm とした．実橋においてはシース内グラウト

との付着が期待できない PC 鋼棒位置で発生することが想定される． 

また，引張試験では，本定着工法による PC 鋼棒の耐力低下はなく，十分

な定着性能が確認できた． 

 

 

４．施工方法 

  

主桁間の間詰めコンクリートを乾式コア削孔とはつりにて撤去し，主桁側面および横締め PC 鋼棒を露出さ

せる．PC 鋼棒に中間定着具を取付け，ウェッジを挿入し，ウェッジ圧入用の油圧ジャッキを専用支圧板とと

もに設置し，所定の荷重 10MPa(77kN)まで段階的に圧入し，ウェッジを中間定着具に固定する．（写真-3） 

続いて順次 PC 鋼棒を溶断し，セット量の測定を実施した後，グランダーでの 2 次切断を実施した．（写真-4） 

５．照査結果  

PC 鋼棒の切断時に発生した PC 鋼棒の最大セット量 1.6mm（北側

撤去時）を用いて，両拡幅部の PC 桁撤去後の PC 鋼棒の残存緊張力

を推定した．その結果，緊張力の低減は設計時最大緊張力の 74％と

なり，I 形桁下縁のコンクリートはフルプレストレス状態を保つこ

とを確認できた（図-9，表-1）． 

６．おわりに 

既設の横締め PC 鋼棒を切断し，PC 橋の残存部を供用する実績は

過去にはなかったが，本施工法により，安全および工程を確保しな

がら工事を完成することができた．現存インフラストックの有効利

用が望まれる中，撤去だけでなく，部分供用するケースなどにも応用でき

ると考えられる．本稿が同種工事の参考になれば幸いである． 
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写真-２ ウェッジの圧入試験状況

図-６ ウェッジ圧入時の挙動 図-７ 鋼棒緊張力解放時の鋼棒移動量 図-８ 鋼棒引張試験時の鋼棒移動量

写真-３ ウェッジ圧入 写真-４ PC 鋼棒切断 写真-５ 中間定着工完了 写真-６ PC 桁撤去完了(北側)

図-９ セット量からの残存緊張力の推定結果 

表-1 主桁横方向応力度の照査結果 

ウェッジ 
撤去側 残置側

2 次切断 

1 次切断(溶断) 

残置側 PC 桁 残置側 PC 桁 
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